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【目的】血液悪性腫瘍患者では治療に伴い HBV の再 

活性化をきたし重症型の肝炎を発症する事が報告さ 

れている。今回当院でも化学療法・移植後に HBV が 

再活性した 7 症例を経験したのでその背景、リスク 

ファクターについて検討した。 

【方法と結果】2005 年 8 月から 2007 年 10 月までの 

間に当院血液腫瘍内科にて HBs 抗原が陰性から陽性 

になった患者を 7 例認めた。これらの患者はいずれ 

も入院時の HBc 抗体は陽性で既感染パターンを呈し 

ていた。これらの背景を検討するため同時期に血液 

腫瘍内科よりHBc抗体の測定依頼があった176例中、 

HBs 抗原陽性例を除く 145 例（男性 91 名、女性 54 

名、平均年齢 62 歳）について比較したところ、HBc 

抗体が陽性は 42 例,陰性は 103 例であった。われわ 

れの経験した HBs 抗原の陽性化症例はすべて初診時 

HBc 抗体陽性例であった。 さらに治療との関連では 7 

例のうち同種造血幹細胞移植症例が 3例、化学療法 

を受けた患者が 4 例であったが、興味深いことに化 

学療法を受けた患者ではすべてにリツキサンの投与 

が行われていたＢ細胞型リンパ腫であった。また、 

HBs 抗体の有無は HBs 抗原の陽性化との関連はみら 

れなかった。一方 HBc 抗体陰性患者よりの再活性化 

をきたした症例は見られなかった。移植症例に限っ 

て検討すると移植患者でHBc抗体が陽性であった16 

例中 3 例(18.7%)で再活性化がおこっている事が判 

明した。一方化学療法では再活性化率は全例で HBc 

抗体が測定されていないので不明であった。 

【結語】HBc 抗体陽性の患者にとって、リツキサン 

を含む化学療法の施行と同種幹細胞移植は HBV の再 

活性化の危険因子となり注意が必要である。 
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